
東京農業大学生命科学研究科分子
生命化学専攻　2021年度入学試験 
(有機合成化学)
全部で20問ある（受験番号の記入欄を除く）。
途中で接続が切れるなどの事態に備えて、自分の回答を紙にメモしながら回答すること
を勧める。
回答を時間内に送信すること。一度しか送信出来ないので注意すること。
送信が遅れた回答は受理できないので、余裕を持って送信すること。
問題や選択肢の中に、斜字体で表記すべき文字が通常書体で表示されている部分がある
が、システム上の都合なので無視すること。

!

ki206171 さん、このフォームを送信すると、所有者にあなたの名前とメール アドレスが表示され
ます。

* 必須

1

受験番号を記入せよ * 

回答を入力してください

2

以下のヒドロキシ基の保護基のうちケイ素を含有するものを全て選べ
a) TBS基
b) TMS基
c) TES基
d) Bn基
e) Ac基
(5 点)

a

b

c

d

e

3

以下のヒドロキシ基の保護基のうち酸素を含有するものを全て選べ
a) TBS基

a) TBS基
b) TMS基
c) TES基
d) Bn基
e) Ac基
(5 点)

a

b

c

d

e

4

カルボニル基の保護基として用いられているものを2つ選べ
a) ジメチルアセタール
b) アセトニド
c) ジチオアセタール
d) カーボネート
e) スルホンアミド
(5 点)

a

b

c

d

e

5

以下の人名がついている反応のうち炭素ー炭素結合形成を「伴わない」
反応を2つ選べ
a) Diels-Alder
b) Meerwein-Pondorf-Verley
c) Baeyer-Villiger
d) Sonogashira
e) McMurry
(5 点)

a

b

c

d

e



6

以下の試薬のうち一般には酸化剤としてもちいられるものを2つ選べ
a) TBAF
b) PCC
c) PDC
d) LAH
e) DMAP
(5 点)

a

b

c

d

e

7

以下の試薬のうち一般には還元剤としてもちいられるものを2つ選べ
a) DMAP
b) LAH
c) NMO
d) BH
e) BnBr
(5 点)

3

a

b

c

d

e

8

ヒドロキシ基をTBS基で保護する際に一般に用いられる試薬を2つ挙げよ
ただし、TBS基の部分を含む試薬とし、略号を用いてよい
1つ目
(5 点)

回答を入力してください

9

2つ目
(5 点)

回答を入力してください

10

ヒドロキシ基の保護基として用いられているTBS基を脱保護する際に用い
る反応条件として「一般的とは言えない」ものを1つ選べ
a) TBAF, THF
b) NaOMe, MeOH
c) TsOH, MeOH
d) HF, MeCN
e) HF, pyridine, THF
(5 点)

a

b

c

d

e

11

図の変換に含まれる反応を2つ選べ
a) McMurryカップリング
b) Mukaiyamaアルドール反応
c) Michael付加
d) Mizoroki-Heck反応
e) Meerwein転位
(5 点)

a

b

c

d

e

12

図の変換のためには少なくともあと2種の金属を含む試薬を使用する必要
がある
一般に用いられる試薬に含まれる金属を2つ選べ



一般に用いられる試薬に含まれる金属を2つ選べ
(5 点)

Pd

Pt

Fe

Cu

Rh

Ru

13

図の変換に「関連が無い」事項を2つ選べ
a) 酸塩化物
b) Diels-Alder反応
c) [2+2]環化付加反応
d) カルベン
e) ケテン
(5 点)

a

b

c

d

e

14

図の2つの変換には共通してPh COOHが試薬として用いられている。この
試薬が選択されている理由として適当であると考えられるものを1つ選べ
a) 変換Aは通常mCPBAなどの過酸が選択されるが、エノールエーテル部
位が容易にmCPBAによってエポキシ化されてしまうため
b) 変換Aは通常H O が選択されるが、オレフィン部位が容易にH O によ
ってエポキシ化されてしまうため
c) 変換Bは通常mCPBAなどの過酸が選択されるが、エノールエーテル部
位が容易にmCPBAによってエポキシ化されてしまうため
d) 変換Bは通常H O が選択されるが、エノールエーテル部位が容易に
H O によってエポキシ化されてしまうため
(5 点)

3

2 2 2 2

2 2

2 2

a

b

c

d

15

図の変換が図中に示すような遷移状態を経由して進行した際の生成物と
して適当なものを1つ選べ
(5 点)

a

b

c

d

e

f

16

図の変換では何が起こっているか最も適当なものを1つ選べ



図の変換では何が起こっているか最も適当なものを1つ選べ
a) racemization
b) reduction
c) epimerization
d) enantiomerization
e) hydrogenation
f) oxidation
(5 点)

a

b

c

d

e

f

17

図のFischerインドール合成の反応機構の中に含まれない事項を1つ選べ
a) ヒドラゾンの形成
b) 異性化
c) [4+2]環化付加
d) イミニウムカチオンへの付加
e) 形式的なアンモニアの脱離
(5 点)

a

b

c

d

e

18

図の変換に関する説明文として「誤っている」ものを1つ選べ
a) Aへのアセチリドの付加はconcave面から立体選択的に起きている

a) Aへのアセチリドの付加はconcave面から立体選択的に起きている
b) Aに対してビニルマグネシウム試薬などを用いてCへ直接変換する手法
では試薬の反応性の低さ、立体選択性などに問題があったため選択され
なかった
c) Aの3つのカルボニル基のうち位置選択的に付加反応が起こるのはアミ
ドのカルボニルの反応性が低いことが原因である
d) BからCへの変換にはLindlar触媒を用いた接触水素化が適している
(5 点)

a

b

c

d

19

図のアルデヒドに対する有機リチウム化合物の付加反応において、立体
選択性が生じた理由として適当なものを1つ選べ。ただし、文中Reおよび
Siは全て斜体とする
a) リチウムイオンによるカルボニル酸素とアセトニド酸素間のキレーシ
ョンにより遷移状態Aをとり、メチル基の立体障害を避けるようにRe面か
ら付加が進行するため
b) リチウムイオンによるカルボニル酸素とアセトニド酸素間のキレーシ
ョンにより遷移状態Aをとり、convex面であるSi面から付加が進行するた
め
c) カルボニル酸素とアセトニドの立体反発により遷移状態Aをとり、メチ
ル基の立体障害を避けるようにSi面から付加が進行するため
d) カルボニル酸素とアセトニドの立体反発により遷移状態Aをとり、アセ
トニド部位の立体障害を避けるようにRe面から付加が進行するため
(5 点)

a

b

c

d

20



20

図の変換を実現するため、次の3つの反応の順序をどのようにするのが最
も適切か選べ
1. K CO , MeOH, H O
2. n-Bu NOAc, butanone, reflux
3. MsCl, DMAP, CH Cl
a) 1→2→3
b) 1→3→2
c) 2→1→3
d) 2→3→1
e) 3→1→2
f) 3→2→1
(5 点)

2 3 2

4

2 2

a

b

c

d

e

f

21

図の変換を実現するための反応条件として不適切であると考えられるも
のを1つ選べ
a) 1) PCC, benzene, reflux; 2) NaBH , MeOH
b) 1) PCC, benzene, reflux; 2) LAH, THF
c) SeO , CH Cl
d) SeO , TBHP, CH Cl
(5 点)

4

2 2 2

2 2 2

a

b

c

d

このコンテンツはフォームの所有者が作成したものです。送信したデータはフォームの所有者に送信されます。
パスワードを記載しないでください。
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22

回答の送信は一度しか出来ない。以下の確認欄にチェックを入れた上
で、送信ボタンを押すこと。

受験番号の記入を確認した。

送信



東京農業大学大学院 生命科学研究
科 分子生命化学専攻 ２０２１年度
入学試験（１期）（ケミカルバイ
オロジー）
途中で接続が切れるなどの事態に備えて、自分の回答を紙にメモしながら回答すること
を勧める。 回答を時間内に送信すること。一度しか送信出来ないので注意すること。 送
信が遅れた回答は受理できないので、余裕を持って送信すること。

!

ki206171 さん、このフォームを送信すると、所有者にあなたの名前とメール アドレスが表示され
ます。

* 必須

８ケタの受験番号を半角数字で記入せよ。 * 1.

回答を入力してください

以下の文章中の空欄（ア）から（オ）について解答せよ。

鎖状ＤＮＡの末端部分には、ＡＧＧＧＴＴという６塩基配列が数千個繰り返
して存在する。これを（　ア　）と呼び、細胞（　イ　）の度にこの配列部
分が(　ウ　)なり、やがて、決定的な長さに達すると（　イ　）・複製が停
止する。しかし、（　エ　）細胞、幹細胞、がん細胞では、（　オ　）の働
きにより、失った６塩基配列を継ぎ足していくことができる。

（ア）について
(2 点)

2.

回答を入力してください

（イ）について
(2 点)

3.

回答を入力してください

（ウ）について
(2 点)

4.

回答を入力してください

（エ）について
(2 点)

5.

回答を入力してください

（オ）について
(2 点)

6.

回答を入力してください

以下の文章中の空欄（カ）から（コ）について解答せよ。

トリプシンというタンパク質を加水分解する酵素は、Lysや（　カ　）の
（　キ　）の位置でタンパク質を切断する。もしLysまたは（　カ　）の次
に（　ク　）があれば切断は起こらない。一方、（　ケ　）は、Phe、（　
コ　）、Trpのような芳香族アミノ酸のカルボキシルの位置で切断する。

（カ）について
(2 点)

7.

回答を入力してください

（キ）について
(2 点)

8.

回答を入力してください

（ク）について
(2 点)

9.

回答を入力してください

（ケ）について
(2 点)

10.

回答を入力してください

（コ）について
(2 点)

11.

回答を入力してください



以下の文章中の空欄（サ）から（ソ）について解答せよ。

(　サ　)の四次構造において、（　シ　）同士の会合は、（　ス　）、イオ
ン結合、疎水性相互作用のような（　セ　）で会合している場合や、さらに
（　ソ　）共有結合で会合するものある。

（サ）について
(2 点)

12.

回答を入力してください

（シ）について
(2 点)

13.

回答を入力してください

（ス）について
(2 点)

14.

回答を入力してください

（セ）について
(2 点)

15.

回答を入力してください

（ソ）について
(2 点)

16.

回答を入力してください

分子量250の薬剤を12.5ミリグラム投薬した場合、身体を構成する細胞１個
あたりの薬物分子は何個か計算せよ。なお、細胞総数は6×10の13乗個と
し、薬物の吸収・分布・代謝・排泄は考慮しないものとする。
(11 点)

17.

回答を入力してください

以下の文章中の空欄（タ）から（ト）について解答せよ。

典型的な（　タ　）結合は、　ΔG=－3 から －5 kcal/mol程度で、結合距離
は（　チ　）半径の和よりも短い。また、アンモニウムイオンと芳香環の間
に起こる（　ツ　）相互作用は、イオン-誘起双極子相互作用、すなわち、
陽イオンの接近で環内（　テ　）の分布に偏りが生じて起こる（　ト　）相
互作用である。

18.

（タ）について
(2 点)

回答を入力してください

（チ）について
(2 点)

19.

回答を入力してください

（ツ）について
(2 点)

20.

回答を入力してください

（テ）について
(2 点)

21.

回答を入力してください

（ト）について
(2 点)

22.

回答を入力してください

以下の文章中の（ナ）から（ノ）について解答せよ。

ある特定のＤＮＡ配列を大量にコピー（増幅）する方法を（ 　ナ　）と呼
ぶ。ＤＮＡを（　ニ　）して１本鎖に解離させ、ＤＮＡ配列の両末端を、
（　ヌ　）構造をもった短いオリゴヌクレオチド（プライマー）と結合させ
標識化する。さらにこの標識化された配列に適切なヌクレオチドを、
taq（　ネ　 ）という（　ノ　）条件ではたらく触媒酵素を使って、鎖の伸
張を行う。

（ナ） について
(2 点)

23.

回答を入力してください

（二） について
(2 点)

24.

回答を入力してください



（ヌ）について
(2 点)

25.

回答を入力してください

（ネ）について
(2 点)

26.

回答を入力してください

（ノ）について
(2 点)

27.

回答を入力してください

以下の文章中の空欄（ハ）から（ホ）について解答せよ。

有機リン酸エステル（OP）型蛍光標識プローブは、その
phosphonofluoridate構造部分が（　ハ　）酵素プロテオームを網羅的に（　
ヒ　）する。そこで、ターゲットが不明なOP剤を予め（　ハ　）酵素プロ
テオームと反応させ、次いで上述のプローブと反応させ、（　フ　）でタン
パク質を分離し、励起光を照射すると本プローブで（　ヒ　）されたタンパ
ク質は（　へ　）を発するが、予め反応させておいたターゲット不明なOP
剤が作用したタンパク質には（　へ　）がない。すなわち、（　へ　）が消
えたタンパク質こそが、このOP剤のターゲットとして同定される。これを
（　ホ　）法という。

（ハ）について
(3 点)

28.

回答を入力してください

（ヒ） について
(3 点)

29.

回答を入力してください

（フ）について
(3 点)

30.

回答を入力してください

（へ） について
(3 点)

31.

回答を入力してください

（ホ）について
(3 点)

32.

回答を入力してください

以下の文章中の空欄（マ）から（メ）について解答せよ。

リガンドと受容体との可逆的作用を解析する場合、リガンド分子にアジドや
トリフルオロメチルジアジリン部分を導入したプローブを合成し、受容体と
プローブを相互作用させ、任意の波長の光を照射するとアジドは（　
マ　）、トリフルオロメチルジアジリンは（　ミ　）という反応性の高い化
学種となり、受容体リガンド結合ポケット内のリガンドに近傍する（　
ム　）と共有結合を形成する、すなわち、受容体にリガンドを固定化するこ
とができる。この方法を（　メ　）法という。

（マ）について
(3 点)

33.

回答を入力してください

（ミ）について
(3 点)

34.

回答を入力してください

（ム）について
(3 点)

35.

回答を入力してください

（メ）について
(3 点)

36.

回答を入力してください

以下の文章中の空欄（モ）から（ヨ）について解答せよ。

殺虫剤フルピリミンの２つの独立したファルマコフォアとして、環内に２組
のパイ結合をもつピリジニリデン環とトリフルオロメチル部分の２つが挙げ
られる。前者は、芳香族アミノ酸であるTyrおよびTrpのベンゼン環および
（　モ　）と（　ヤ　）している。後者は、３つのフッ素原子が様々なアミ
ノ酸と（　ユ　）結合、（　ヨ　）結合、疎水性相互作用を形成する。

（モ）について

37.



このコンテンツはフォームの所有者が作成したものです。送信したデータはフォームの所有者に送信されます。
パスワードを記載しないでください。
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（モ）について
(3 点)

回答を入力してください

（ヤ）について
(3 点)

38.

回答を入力してください

（ユ）について
(3 点)

39.

回答を入力してください

（ヨ）について
(3 点)

40.

回答を入力してください

送信



東京農業大学生命科学研究科分子
生命化学専攻　2021年度入学試験
（生命高分子化学）
全部で25問ある（受験番号の記入欄（1番）を除く）。
途中で接続が切れるなどの事態に備えて、自分の回答を紙にメモしながら回答すること
を勧める。
回答を時間内に送信すること。一度しか送信出来ないので注意すること。
送信が遅れた回答は受理できないので、余裕を持って送信すること。
問題や選択肢の中に、有機化学命名法にそぐわない表記（本来は小型英大文字や斜体に
よる表記が必要な部位）があるが、システムの仕様によるので無視すること。答案にこ
れらの書体で記入が必要な場合、小型英大文字については通常の大文字、斜体について
は通常の書体で記載すること。

!

ki206171 さん、このフォームを送信すると、所有者にあなたの名前とメール アドレスが表示され
ます。

* 必須

1

８ケタの受験番号を半角数字で記入せよ。 * 

回答を入力してください

2

次の文章を読み、空欄に当てはまる適切な語句の組み合わせを以下の選
択肢から選びなさい。

多糖類は動物や植物、微生物が栄養貯蔵や自身の形態維持などの目的で
合成する高分子である。栄養貯蔵のために合成される多糖類を[ a ]、形
態維持の目的で合成される多糖類を[ b ]と呼ぶ。
(4 点)

a: 構造多糖　　b: 貯蔵多糖

a: 構造多糖　　b: 菌体外多糖

a: 貯蔵多糖　　b: 菌体外多糖

a: 貯蔵多糖　　b: 構造多糖

a: 菌体外多糖　b: 構造多糖

a: 菌体外多糖　b: 貯蔵多糖

3

次の文章を読み、空欄に当てはまる適切な語句の組み合わせを以下の選
択肢から選びなさい。

D-グルコースを構成糖とする多糖類を[ c ]と呼び、グルコースの1位炭素
における水酸基の立体配置および、構成糖間に形成される[ d ]結合に関
与する水酸基の位置によって分類される。
(4 点)

c: アグリカン　d: 水素

c: アグリカン　d: グリコシド

c: マンナン　　d:水素

c: マンナン　　d: グリコシド

c: グルカン　　d: 水素

c: グルカン　　d: グリコシド

4

次の文章を読み、空欄に当てはまる適切な語句の組み合わせを以下の選
択肢から選びなさい。
なお[ a ]および[ c ]はそれぞれ問2および問3の文中における語句と同一で
あるので、この点を考慮して解答すること。

[ c ]のうち代表的な[ a ]として[ e ]があり、[ f ]-D-グルコースの[ g ]結合
および[ h ]結合により形成される多糖類である。
(4 点)

e: デキストラン　f: α　g: (1→3)　h: (1→4)

e: デキストラン　f: α　g: (1→3)　h: (1→6)

e: デンプン　　　f: α　g: (1→4)　h: (1→6)

e: デンプン　　　f: β　g: (1→3)　h: (1→4)

e: プルラン　　　f: β　g: (1→3)　h: (1→6)

e: プルラン　　　f: β　g: (1→4)　h: (1→6)

5

次の文章を読み、空欄に当てはまる適切な語句の組み合わせを以下の選
択肢から選びなさい。
なお[ e ][ g ][ h ]はそれぞれ問4の文中における語句と同一であるので、
この点を考慮して解答すること。

[ e ]のうち[ g ]結合が相対的に多いものを[ i ]、[ h ]結合が相対的に多い
ものを[ j ]と呼ぶ。 [ e ]は[ h ]結合を含むことで主鎖中に分岐を有するた
め、[ k ]である。
(4 点)

i: アミロース　j: アミロペクチン　k: 冷水に可溶



i: アミロース　j: アミロペクチン　k: 温水に可溶

i: アガロース　j: アガロペクチン　k: 冷水に可溶

i: アガロース　j: アガロペクチン　k: 温水に可溶

6

次の文章を読み、空欄に当てはまる適切な語句の組み合わせを以下の選
択肢から選びなさい。
なお[ b ]および[ c ]はそれぞれ問2および問3の文中における語句と同一
であるので、この点を考慮して解答すること。

[ c ]のうち代表的な[ b ]として[ l ]がある。 [ l ]は[ m ]-D-グルコースの[  
n ]結合により形成される多糖類で、直線的な主鎖骨格を持ち、分子内お
よび分子間で強固な[ o ]結合を形成するため、[ p ]である。
(4 点)

l: セルロース　m: α　n: (1→3)　o:水素　p: 水に不溶

l: セルロース　m: β　n: (1→4)　o:水素　p: 水に不溶

l: セルロース　m: α　n: (1→6)　o:水素　p: 水に不溶

l: カードラン　m: β　n: (1→3)　o:疎水　p: 温水に可溶

l: カードラン　m: α　n: (1→4)　o:疎水　p: 温水に可溶

l: カードラン　m: β　n: (1→6)　o:疎水　p: 温水に可溶

7

以下の文章を読み問いに答えなさい。

生体における高分子の分解作用の意義は大きく3つある。
1つ目の意義について15字以内（句読点含む）で記述しなさい。
2つ目と3つ目の意義はそれぞれ問8と問9の回答欄に記入すること。
(4 点)

回答を入力してください

8

問7の回答欄（2つ目）
(4 点)

回答を入力してください

9

問7の回答欄（3つ目）
(4 点)

(4 点)

回答を入力してください

10

表記の構造式で表される高分子の名称を記載しなさい。ただし略称は用
いないこと。
(4 点)

回答を入力してください

11

表記の構造式で表される高分子の名称を記載しなさい。ただし略称は用
いないこと。
(4 点)

回答を入力してください

12

表記の構造式で表される高分子の名称を、立体化学を明記して記載しな
さい。ただし略称は用いないこと。
(4 点)

回答を入力してください



13

表記の構造式で表される高分子の名称を、立体化学を明記して記載しな
さい。ただし略称は用いないこと。
(4 点)

回答を入力してください

14

次の単糖のうち互いにエピマーである組合せとして正しいものを一つ選
びなさい。
(4 点)

D-グルコースとD-マンノース

D-グルコースとD-グルコサミン

D-グルコースとD-キシロース

D-グルコースとL-フコース

15

ウイルスに関する次の文章のうち、正しくないものを一つ選びなさい。
(4 点)

ウイルスはろ過性病原体とも呼ばれ、細菌をろ別できるフィルターも通過する。

ウイルスは自己増殖ができないので、増殖のためには宿主となる細胞を必要とす
る。

全てのウイルスはエンベロープと呼ばれる構造を有している。

全てのウイルスは核酸とタンパク質を構成要素として持つ。

16

次のうち分子構造に関する対称操作として不適当なものを一つ選びなさ
い。
(4 点)

並進

回転

鏡映

複製

17

5回らせん構造（51らせん構造：「1」は下付き）を持つ高分子をらせん
軸方向に沿って見た時、らせん軸を中心にしてモノマー間の成す角度と
して正しいものを選びなさい。
(4 点)

60°

72°

90°

120°

18

次のうちデンプンの加水分解酵素でないものを選びなさい。
(4 点)

α-アミラーゼ

β-アミラーゼ

α-グルコシダーゼ

β-グルコシダーゼ

19

置換度が1の酢酸セルロースにおける、主鎖の繰り返し単位の式量は次の
いずれか。
(4 点)

162

180

204

324

20

次の化合物のうちリグニンの生合成経路における中間体でない化合物を
選びなさい。
(4 点)

フェルラ酸



フェルラ酸

カフェイン

カフェ酸

コニフェリルアルコール

21

次の文章で正しくないものを一つ選びなさい。
(4 点)

原核生物においては、DNAは細胞内で核様体を形成する。

真核生物には細胞内に微小管を持つものがある。

真正細菌の細胞壁はキチンからなる。

古細菌の細胞膜脂質はエーテル結合を有する。

22

コラーゲンのアミノ酸配列は3つのアミノ酸残基の繰り返しからなるが、
この繰り返しに必ず含まれるものは次のいずれか。
(4 点)

グリシン

アラニン

セリン

アスパラギン酸

23

シルクを構成するタンパク質として適当なものは次のいずれか。
(4 点)

アルブミン

ケラチン

フィブロイン

グロブリン

24

糖タンパク質の分子構造に関して、以下のうち正しくないものを選びな
さい。
(4 点)

N-結合型糖タンパク質においては、アスパラギン残基の側鎖末端にN-アセチルグル

このコンテンツはフォームの所有者が作成したものです。送信したデータはフォームの所有者に送信されます。
パスワードを記載しないでください。
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コサミン残基が結合している。

O-結合型糖タンパク質において糖鎖と結合するアミノ酸残基はセリンのみである。

N-結合型糖タンパク質の糖鎖においては、L-フコースを側鎖として持つものがあ
る。

プロテオグリカンの構成糖には硫酸基を有するものがある。

25

ポリエステルの加水分解に関して、以下のうち正しくないものを選びな
さい。
(4 点)

脂肪族ポリエステルの中には、リパーゼによる加水分解を受けるものがある。

脂肪族ポリエステルの中には、タンパク質分解酵素による加水分解を受けるものが
ある。

リパーゼの逆反応により脂肪族ポリエステルを化学合成することができる。

脂肪族ポリエステルの加水分解速度には、ポリエステルの結晶化度は影響しない。

26

リグニンの生分解に関して、以下のうち正しくないものを選びなさい。
(4 点)

白色腐朽菌はリグニンを分解するが、褐色腐朽菌はリグニンを分解しない。

リグニンの生分解の主な反応様式は加水分解である。

キノコが分泌するリグニン分解酵素の一つにラッカーゼがある。

シロアリが木材を摂食する際、木材中のリグニンの分解はシロアリの腸内に共生す
る細菌の作用による。

送信
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* 必須

1

受験番号を記入せよ（半角数字で記入し、氏名は書かないこと） * 

回答を入力してください

2

この化合物のIUPAC名として、最も適切なのは次のうちどれか。
(4 点)

2,5-dimethyl-3-hydroxyheptan-4-one

3-hydroxy-2,5-dimethylheptan-4-one

2,5-dimethyl-4-oxoheptan-3-ol

4-oxo-2,5-dimethylheptan-3-ol

3

この化合物のIUPAC名として、最も適切なのは次のうちどれか。
(4 点)

hex-5-ene-1,4-diol

hex-5-en-1,4-diol

hex-1-ene-3,6-diol

hex-1-en-3,6-diol

4

この化合物のIUPAC名として、最も適切なのは次のうちどれか。
(4 点)

hept-2-yn-4-al

4-formylhept-2-yne

2-(prop-1-yn-1-yl)pentanal

2-propylpent-3-ynal

5

この化合物をIUPAC命名法に従って命名した場合、カルボニル基の位置番
号の組合せとして、最も適切なのは次のうちどれか。



号の組合せとして、最も適切なのは次のうちどれか。
(4 点)

１位と３位

２位と５位

２位と７位

５位と７位

6

以下の化合物Ａと化合物Ｂの立体化学の組合せとして、最も適切なのは
次のうちどれか。
(4 点)

化合物Ａ: R-体　　　化合物Ｂ: R-体

化合物Ａ: R-体　　　化合物Ｂ: S-体

化合物Ａ: S-体　　　化合物Ｂ: R-体

化合物Ａ: S-体　　　化合物Ｂ: S-体

7

以下の化合物Ａと化合物Ｂの立体化学の組合せとして、最も適切なのは
次のうちどれか。
(4 点)

化合物Ａ: E-体　　　化合物Ｂ: E-体

化合物Ａ: E-体　　　化合物Ｂ: Z-体

化合物Ａ: Z-体　　　化合物Ｂ: E-体

化合物Ａ: Z-体　　　化合物Ｂ: Z-体

8

この化合物には立体異性体が何個存在するか。
(4 点)

２個

４個

８個

１６個

9

以下の化合物の最安定配座を立体式で示したものとして、最も適切なの
は次のうちどれか。
(4 点)

立体式１

立体式２

立体式３

立体式４

10

以下の臭化物に対してS 1反応を行った場合、反応性が最も高いのはどれ
か。
(4 点)

N

化合物１

化合物２

化合物３

化合物４



化合物４

11

cis-2-ブテン及びtrans-2-ブテンに対して、Br を付加させた生成物の説明
として、最も適切なのは次のうちどれか。
(4 点)

2

cis体からはモノブロモ体が得られるが，trans体からはジブロモ体が得られる。

cis体からもtrans体からも、ブロモニウムカチオンを経由して、2個の臭素原子がシ
ン付加した生成物が得られる。

cis体から得られる生成物とtrans体から得られる生成物は，互いに鏡像異性体の関
係にある。

cis体からはラセミ体が得られるが，trans体からはメソ体が得られる。

12

化合物Ａに対して塩基を作用させ、E2反応を行った場合の説明として、
最も適切なのは次のうちどれか。
(4 点)

E2反応は立体選択的な反応なので、主生成物は化合物Ｃである。

E2反応は立体選択的な反応なので、主生成物は化合物Ｂである。

E2反応は立体特異的な反応なので、主生成物は化合物Ｂである。

E2反応はカルボカチオンを経由する反応なので、化合物Ｂと化合物Ｃが１：１で生
成する。

13

この光学活性な臭化物に対する反応に関する説明として、最もふさわし
くないのは次のうちどれか。
(4 点)

MeOHを作用させてS 1反応を起こした場合には、カルボカチオンを経由して反応
が進行し、ラセミ体のメチルエーテルが得られる。

N

NaCNを作用させてS 2反応を起こした場合には、立体反転が起きてS体のニトリルN

が得られる。

t-BuOKを作用させてE2反応を起こした場合には、主生成物として(E)-pent-2-eneが
得られる。

マグネシウムを作用させて調製されるGrignard試薬は、多くのカルボニル化合物と
反応して炭素-炭素結合を形成する。

14

以下の芳香族化合物に対して求電子剤を作用させた場合、反応性が最も
高いのはどれか。
(4 点)

化合物１

化合物２

化合物３

化合物４

15

以下の化合物Aをルイス酸存在下、Br を用いて臭素化を行った。主生成
物として得られることが予想されるモノブロモ体は、次のうちどれか。
(4 点)

2

化合物１

化合物２

化合物３

化合物４

16

3-Methylanilineを合成する方法として、最も適切なのは次のうちどれか。
(4 点)



(4 点)

トルエンをニトロ化した後、ニトロ基の還元を行う。

アニリンをFriedel-Crafts反応によりメチル化する。

アニリンに対しSandmeyer反応を行った後、Friedel-Crafts反応によりメチル化す
る。

ニトロベンゼンをFriedel-Crafts反応によりメチル化した後、ニトロ基の還元を行
う。

17

以下のカルボン酸誘導体の中で、最も加水分解されにくいのはどれか。
(4 点)

化合物１

化合物２

化合物３

化合物４

18

水素化アルミニウムリチウム（LiAlH ）及び水素化ホウ素ナトリウム
（NaBH ）に関する説明として、最もふさわしくないのは次のうちどれ
か。
(4 点)

4

4

LiAlH もNaBH も、水で分解され水素を発生する。4 4

NaBH は、LiAlH に比べて還元力が弱い。4 4

LiAlH もNaBH も、ケトンやアルデヒドをアルコールに還元する。4 4

エステルやアミドの還元には、一般にLiAlH よりもNaBH の方が適している。4 4

19

以下に示すように、1-naphtholに対して水素添加反応を行った後、酸化反
応を行うと1-decaloneを与える。更にこれをナトリウムメトキシドで処理
した場合の反応の説明として、最も適切なのは次のうちどれか。
(4 点)

水素添加と酸化により得られる1-decaloneはtrans-体であるが、これをナトリウム
メトキシドで処理するとメチルエステルへと変換される。

水素添加と酸化により得られる1-decaloneはcis-体であるが、これをナトリウムメ
トキシドで処理するとメチルエステルへと変換される。

水素添加と酸化により得られる1-decaloneはtrans-体であるが、これをナトリウム
メトキシドで処理するとcis-体への異性化が観測される。

水素添加と酸化により得られる1-decaloneはcis-体であるが、これをナトリウムメ
トキシドで処理するとtrans-体への異性化が観測される。

20

以下の化合物Ａと化合物Ｂに関する説明として、最も適切なのは次のう
ちどれか。
(4 点)

立体式で考えた場合、化合物Ｂはイス型の配座をとっており、全ての置換基がエク
アトリアルに存在している。

立体式で考えた場合、化合物Ａは、ターシャリーブチル基の立体障害を避けるため
に舟形で存在している。

立体式で考えた場合、熱力学的により安定なのは化合物Ａであり、塩基処理による
エポキシド形成反応を行った場合の反応速度がより速いのも化合物Ａである。

立体式で考えた場合、熱力学的により安定なのは化合物Ａであるが、塩基処理によ
るエポキシド形成反応を行った場合の反応速度がより速いのは化合物Ｂである。

21

以下の化合物Ａと化合物Ｂを加熱して脱炭酸反応を行った場合の説明と
して、最もふさわしくないのは次のうちどれか。
(4 点)

一般にβ-ケト酸の加熱による脱炭酸は、六員環遷移状態を経て進行する。

化合物Ａよりも化合物Ｂの方が脱炭酸の進行が速いことが予想されるが、化合物Ａ
における立体障害が原因である。

化合物Ａよりも化合物Ｂの方が脱炭酸の進行が遅いことが予想されるが、架橋環に
おけるひずみが原因である。

化合物Ａが脱炭酸すると不斉炭素がなくなるが、化合物Ｂでは脱炭酸した後にも不
斉炭素が存在する。



22

化合物ＡからJones酸化を経て化合物Ｂを合成したい。この際に用いる保
護基Ｒとして最も適切なのは次のうちどれか。
(4 点)

Me基（methyl基)

Bn基（benzyl基）

Piv基（pivaloyl基）

TMS基（trimethylsilyl基）

23

炭素-炭素三重結合を構成する結合の種類と数について、最も適切なのは
次のうちどれか。
(4 点)

σ（シグマ）結合が三つ

σ（シグマ）結合が二つとπ（パイ）結合が一つ

σ（シグマ）結合が一つとπ（パイ）結合が二つ

π（パイ）結合が三つ

24

水素分子に含まれる分子軌道の組み合わせとして、最も適切なのは次の
うちどれか。
(4 点)

結合性軌道、非結合性軌道、反結合性軌道

結合性軌道、非結合性軌道

結合性軌道、反結合性軌道

結合性軌道

25

次式で示すように、臭化メチルは、光照射下でのメタンの臭素化によっ
て合成できる。この反応に関する説明として、最も適切なのは次のうち
どれか。必要に応じて表に示した結合解離エネルギーの値を用いよ。
(4 点)
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本反応におけるエンタルピー変化は正の値であり、発熱反応である。

本反応におけるエンタルピー変化は正の値であり、吸熱反応である。

本反応におけるエンタルピー変化は負の値であり、発熱反応である。

本反応におけるエンタルピー変化は負の値であり、吸熱反応である。

26

以下の炭素-炭素結合AからDの結合長に関する説明として、最もふさわし
くないのは次のうちどれか。
A：エタンのC-C結合　　　　　　　　　　B：エチレンのC-C結合
C：1,3-ブタジエンのC1-C2結合　　　　　D：1,3-ブタジエンのC2-C3結
合
(4 点)

Aの結合長はBの結合長よりも長い。

Aの結合長はDの結合長よりも短い。

Bの結合長はCの結合長よりも短い。

Cの結合長はDの結合長よりも短い。
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回答の送信は一度しか出来ない。以下の確認欄にチェックを入れた上
で、送信ボタンを押すこと。

受験番号の記入を確認した。

送信
































